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取扱説明書

1.	 取扱説明書

取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。本説明書はすべてのユーザーの手の届く所
に保管し、また、本装置の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

警告！

本取扱説明書には重要な安全に関する注意事項が含まれています。

記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。

•	 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1.	 記号

危険！

直接的危険性についての警告！

•	 遵守しない場合、生命を脅かす、あるいは致命的な怪我をするおそれがあります。

警告！

危険な状況を警告します。

•	 遵守しない場合、重傷、あるいは致命的な怪我をするおそれがあります。

注意！

潜在的危険性についての警告！

•	 遵守しない場合、中程度、あるいは軽度の怪我をするおそれがあります。

注記！ 
物的損害についての警告！

•	 遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	→実施すべき作業手順を示します。

タイプ8718、8719/8708、8709
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使用目的

2.	 使用目的

LFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709を適切に使用しない場合、周囲の人員、システム、ならびに環境に危険が
生じることがあります。

•	 LFCタイプ8718、8719は、クリーンで低粘度の液体の流量制御用に設計されています。

•	 LFMタイプ8708および8709は、クリーンで低粘度の液体の流量測定専用です。

•	 銘板および較正プロトコルで指定された媒体のみを使用して運用することができます。

•	 屋外の保護されていない天候下に装置をさらさないでください。湿気や直射日光を避け、許容周囲温度を守
ってください。

•	 使用に際しては、契約書と取扱説明書に明記されている許容データおよび使用条件、ならびに5.1.章に記載さ
れているアプリケーション領域に留意する必要があります。

•	 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、信頼性が高く故障のない作動の前提条件となり
ます。

•	 製品は必ず用途に沿って適切に使用してください。

2.1.	 規制
システム/装置を輸出する場合は、必要に応じて規制を遵守してください。

2.2.	 予測可能な誤用
•	 LFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709は、粒子（粒度 > 20 µm）を含む媒体の流量制御/流量測定には使用しな
いでください。

•	 工場で取り付けられたステンレス鋼グリッドディスク（フィルター）なしで装置を操作しないでください。

•	 装置の銘板に指定されている動作媒体以外の媒体をシステムに供給しないでください。	
例外：装置の洗浄及び汚染除去のための手段（9.2.1.章も参照）。	
使用されている装置材料の抵抗値にご注意ください。抵抗値表は、オンラインでご覧いただけます。	
country.burkert.com	

不明な点がある場合は、メーカーにお問い合わせください。

•	 較正条件からずれた取り付け位置で使用しないでください。

•	 ハウジングには機械的な負荷を与えないでください（物品置き場や踏み板としての使用など）。

•	 装置ハウジングに変更を加えないでください。ハウジングの部品やねじは塗装しないでください。

タイプ8718、8719/8708、8709
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基本的な安全に関する注意事項

3.	 基本的な安全に関する注意事項
これらの安全に関する注意事項は以下の点には考慮されていません 

•	 装置の取付け、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶発事象。

•	 設置担当者や事業者が責任をもって遵守すべき適用される安全規則。

高圧による危険！
•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの排出を行ってください。

感電の危険があります！
•	 カバーを取り外す前に電源をオフにし、再度オンにならないように注意してください。
•	 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

動作媒体の流出による危険！
•	 動作媒体およびその反応生成物、ならびに蒸気（接触、吸入）に接触すると、急性障害の危険性があります。
•	 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意します。

一般的な危険状況。
負傷防止のため以下の点を遵守してください。
•	 システムを誤って起動してはいけません。
•	 設置メンテナンス作業は、必ず有資格の専門スタッフが適切な工具を使用して行うようにしてください。
•	 電気または流体供給が中断した場合、プロセスが定義どおり、もしくは制御下で再開されるよう確保してくだ
さい。
•	 装置は完全な状態で、取扱説明書に従っている場合にのみ使用できます。
•	 装置の使用計画および操作については、一般技術規則を遵守する必要があります。

注記！ 
静電気の影響を受けやすいコンポーネント/モジュール！

製品には静電気放電 (ESD) に敏感なコンポーネントが使用されています。静電気を帯びた人員や物との接触は
これらのコンポーネントを損傷するおそれがあります。最悪の場合、部品が瞬時に破壊したり、試運転後に故障
するおそれがあります。

•	 EN 61340-5-1および5-2の要件を遵守して、突然の静電気放電による損傷の可能性を最小限に抑えるか回避
してください。

•	 さらに、電源電圧が供給されているときに電子部品には触れないよう注意してください。 

LFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709は、認識された安全規則に従って開発され、最先端技術に対応して
います。それにもかかわらず、危険が生じる可能性があります。

本取扱説明書および記載されている注意事項を遵守しない場合や装置に許容されない干渉があった場合、
弊社はいかなる責任を負うものでなく、装置やアクセサリの保証も無効となります！

タイプ8718、8719/8708、8709
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一般注意事項

4.	 一般注意事項

4.1.	 納入品
発注品を受け取った直後、内容に損傷がないか、種類や数量が納品書および梱包リストと一致していることを確認
してください。

万が一、相違があった場合は、すぐにご連絡ください。

日本
連絡先：

ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005 東京都文京区	
水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話： 03-5804-5020	
Fax： 03-5804-5021	
info.jpn@burkert.com	
www.burkert.jp

インターナショナル 
連絡先はこの取扱説明書の最後のページを参照してください。

WEBからご確認できます。

country.burkert.com

4.2.	 保証
このドキュメントには保証は含まれていません。ここでは、一般的な販売および配送条件について触れていま
す。保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでのLFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709の適正
使用です。

保証は、LFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709およびそれらのコンポーネントの不具合にのみ適用さ
れます。

装置の故障または誤動作による結果的損害は、一切の責任を負いません。

4.3.	 商標
記載のブランドは対応する会社/協会/組織の商標です

PROFIBUS	 	 PROFIBUS ユーザー組織団体

CANopen	 	 自動化におけるCiA CAN

タイプ8718、8719/8708、8709

日本語
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4.4.	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8718、8719、8708、および8709の取扱説明書とデータシートは以下のサイトでご覧いただけます：

country.burkert.com

完全なドキュメントはCD版でも提供しており、注文番号804 625でご請求いただけます。

タイプ8718、8719/8708、8709

日本語
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5.	 システム詳細

5.1.	 一般的な説明
LFC/LFMタイプ8718、8719/8708、8709 は、プロセス技術における液体の流量を制御または測定するための装
置です。	
装置は、小流量の制御や測定用に仕様されています。

5.1.1.	 液体用流量コントローラ (LFC)

内蔵センサーから供給される流量実際値は、デジタル制御電子回路において、標準信号またはフィールドバスを
介して指定された流量基準値と比較されます。流量実際値も標準信号またはフィールドバス経由で出力されます。

制御偏差がある場合、制御アルゴリズムを介して比例バルブに出力される基準変数が修正されます。これにより、
実際の流量を基準値に調整し、圧力変化やシステム内の他の外乱に関係なく、流量を固定値に維持したり、指定
のプロファイルに追従させたりすることができます。

比例バルブには、応答感度の高い低摩擦比例バルブを採用しました。

5.1.2.	 液体用流量メータ (LFM)

内蔵センサーから供給される流量実際値は、標準信号またはフィールドバス経由で出力されます。

5.2.	 機能

5.2.1.	 LFC、Liquid Flow Controllerの機能

LFCタイプ8718、8719は、液体の流量を制御するためのコンパクトな装置です。

圧力変動や、フィルター汚染などによる流路抵抗の時間変化などの外乱要因に左右されず、指定の流量基準値を
調整します。

LFCは以下のコンポーネントで構成されています：

•	 流量センサー（Qセンサー）、

•	 制御エレクトロニクス（信号処理、調整、バルブ制御の機能を持つ）、

•	 比例バルブとしての比例電磁バルブ。

タイプ8718、8719/8708、8709

日本語
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システム詳細

w

p

xオフ

y

x

xd = w – x

制御エレクト
ロニクス

Qセンサー 比例バルブ	
（比例バルブ）

図 1：	 LFCのコンポーネント

動作状態

基準値指定（w）は標準信号またはフィールドバスを通じて電気式で行われます。	
センサーが測定する実際値（x）は、コントローラで基準値と比較されます。	
基準変数として、コントローラは、パルス幅モジュール式電圧信号を比例バルブに出力します。検出された制御偏
差に応じて、電圧信号のデューティサイクルを変化させます。

実際値は、アナログ電気インターフェースまたはフィールドバスを介してxオフとして出力され、制御目的またはさら
なる評価（統合による消費量の決定など）のためにユーザーが利用できるようになります。

5.2.2.	 LFMの機能

対応するLFCタイプ8718 および8719と比較して、LFMタイプ8708および8709には比例バルブがありません。

したがって、装置は流量を測定することしかできず、単独で流量を調整することはできません。	
後述するその他のコンポーネント、特にセンサーの特性は、LFCタイプの特性と同じです。

5.2.3.	 センサーの機能

流量は、差圧法に従って測定されます。

主流路に設置されたオリフィスにより、p1からp2までの流量に圧力低下が生じ、差圧センサーで測定されます（図2
：流量測定、差圧法を参照）。	
2つの個別の圧力測定セルで構成される差圧センサーは、正確で温度補償された測定信号を供給し、それにより
流量が計算されます。

制御状態にかかわらず、センサーで測定された現在の流量値は、標準的な信号出力を介してアナログ出力される
か、フィールドバスインターフェースを介してデジタル出力されます。

動的または滑らかな実際値出力信号を得るために、出力信号のダンピングを「Mass Flow 
Communicator」ソフトウェアで変更できます（10.1.3 章Mass Flow Communicator（PCソフトウェア）	
を参照）。

タイプ8718、8719/8708、8709
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システム詳細

p1 p2

図 2：	 流量測定、差圧法

差圧法の特性

•	 この測定方法は、応答時間が非常に短いため、制御エレクトロニクスによるサンプリング速度も非常に短くする
ことができます。

•	 測定は静的であり、媒体内に可動部分は必要ありません。

5.2.4.	 制御エレクトロニクス

現在の基準および実際の流量の処理、および比例バルブの制御部は、マイクロプロセッサエレクトロニクスによっ
て行われます。

センサー信号は制御エレクトロニクスによって処理され、装置に保存されている較正曲線を使用して実際の流量
に対応する値に変換されます。

流量の急激な変化が許されない重要なプロセスの制御には、「Mass Flow Communicator」ソフトウェアを介して
ランプ機能を有効にすることができます（10.1.3 章Mass Flow Communicator（PCソフトウェア）を参照）。	
ここでは、上昇基準値と下降基準値のパラメータを個別に設定できます。

ランプ機能とその他すべての機能の詳細については、LFC/LFM のソフトウェアドキュメントを参照して
ください。

制御偏差：

制御偏差 = 基準値 – 実際値

xd = w – x

制御偏差は、PI制御アルゴリズムに従って処理されます。

制御パラメータは工場出荷時に設定されています。	
制御されるシステムの特性を考慮に入れるために、コントローラはシステム依存の増幅率で動作します。これら
は、X.TUNE機能の実行時に自動的に決定されます。

タイプ8718、8719/8708、8709
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制御パラメート：

パラメータは、「Mass Flow Communicator」ソフトウェアを使用して制御ダイナミクスを変更できる装置に保存され
ます（10.1.3 章Mass Flow Communicator（PCソフトウェア）を参照）。極端な影響は 

1.	 非常に速い高速調整で、必要ならオーバーシュートも許容されます

2.	 希望の流量への調整が遅くなります。

前者は、非常に小さな制御偏差に対してコントローラが即座に反応してしまい、制御が非常に不安定になる可能
性があります。	
あまり動的でないプロセスでは、コントローラの動作を減衰させ、実際値や基準値の小さな変動をゆっくりとしか
補正しないようにすることができます。

基準変数：

基準変数は、パルス幅変調（PWM）信号として比例バルブに出力されます。この信号の周波数は、使用するそれぞれ
のバルブに合わせて調整されます。

PWM信号のデューティサイクルが基準変数として機能します。

デューティサイクルは、スイッチオン時間と周期時間との商です。

スイッチオン時間が長いほど、つまりバルブコイルが作動している時間が長いほど、平均コイル電流が大きくなり
ます。コイル電流は、結果としてコイルに磁場を発生させる原因となります。

コイル電流が大きいほど磁場が大きくなり、バルブの磁力が増加し、最終的にバルブ アーマチュア（バルブ コアと
も呼ばれる）がばねの力に抗して上向きに移動します。

設定時間：

比例バルブとしての高速反応比例バルブと測定エレメントの短い応答時間により、全体として短い整定時間が達
成されます（6.6章の流体データを参照）。

ゼロ点シャットオフ：

バルブの密閉機能を保証するために、ゼロ点シャットオフが内蔵されています。以下の条件が同時に発生した場
合に有効になります。

基準値 < 公称流量 Qnom の10% そして 実際値 < 公称流量 Qnom の10%

ゼロ点スイッチオフがアクティブな場合、PWM信号は0%に設定され、バルブは完全に閉じられます。

バルブは直動式の通常閉バルブです。	
電磁コイルが作動しない、つまり復帰力に対抗する磁力を発生できない場合、閉鎖ばねがバルブアンカーをバル
ブシートに押し付けて閉じます。	
バルブアンカーと一体化したソフト弁座シーリングにより、バルブは確実に流体を遮断します。

基準値：

基準値の指定は、装置のタイプにより、標準信号入力によるアナログ信号、またはシリアルインターフェースやフィ
ールドバスインターフェースによるデジタル信号のいずれかを使用します。

タイプ8718、8719/8708、8709
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5.3.	 比例バルブ
LFCは、Bürkertの直動式リフティングアーマチュア比例電磁弁を比例弁として使用しています。

この電磁弁のアーマチュアは低摩擦ガイドとなっており、PWM制御部の特性も生かすことで、連続的で直線的な
制御特性を実現しています。また高い応答性も実現します。このことは、LFCの閉制御回路が最適に機能するため
に非常に重要な役割を果たしています。

バルブのDNは、必要な公称流量Qnom、アプリケーションの圧力条件、作動媒体の密度から決定されます。

これらのデータに基づいて、流量方程式に従ってLFCの流量係数kVが、指定された圧力比で少なくとも必要な公称
流量Qnomの最大流量を可能にするように、メーカーによって比例バルブが選択されます。

装置が指定された圧力範囲内で運転された場合、比例バルブは制御機能と同時に密閉機能を引き継
ぎます。

特殊な硬質シーリング材では、個々のケースでシール機能を保証できない場合があります。この場合、追加
の開/閉バルブが必要な場合があります。

LFCまたはLFMは、通常、l/h または ml/min などの小さな流量に適した単位に較正されます。

タイプ8718、8719/8708、8709
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6.	 テクニカルデータ
注意！

圧力および媒体流出による負傷の危険。

ユニット固有の重要な技術情報は、銘板と較正プレートに記載されています（6.1.1 章の銘板/較正プレートの表
記を参照）。

•	 銘板に記載されている許容媒体を遵守してください（シーリング材による）。

•	 装置の較正プレートに記載されている許容圧力範囲を守ってください。

6.1.	 装置上のマーキング

例： 8719  LFC  WASSER 

 
M

a
d

e
 in

 G
e

rm
a

ny

00202378 W1XLP

24V  DC  0-10V  FKM

6,0     l/h    

S/N 1006

較正プレート

Calibration
日付2009年1月29日	
圧力	 	 	 2.0 bar
水平取付位置

銘板

8719  LFC  W
ASSER

 

 

M
ade in

 G
erm

any

00202378
W

1XLP
24V  DC  0-10V

6,0     l/h    

S/N 1006

図 3：	 銘板、較正プレート

6.1.1.	 銘板/較正プレートのラベリング

銘板の例

8719  LFC  WASSER 

 

M
a

d
e

 in
 G

e
rm

a
ny

00202378 W1XLP

24V  DC  0-10V  FKM

6,0     l/h    

S/N 1006

タイプ

装置の略称

動作流体

最終値（Qnom）と単位

供給電圧、実際値

シーリング材

シリアル番号、CE認証マーク

バーコード

装置の識別番号

タイプ8718、8719/8708、8709
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較正プレートの例

Calibration
日付2009年1月29日	
圧力	 	 	 2.0 bar
水平取付位置

較正日

較正圧力

取り付け位置 

6.2.	 動作条件

警告！

気象条件による機能障害が発生した場合の怪我の危険！

LFC/LFM は、無制限に屋外で使用できるようには設計されていません。	
装置を保護せずに屋外で風雨にさらすと、装置の故障による怪我の危険があります。

•	 装置を直射日光から保護してください。

•	 装置の許容周囲温度を遵守してください。

•	 以下に指定されている保護等級を考慮して、装置を湿気から保護してください。

許容温度

周囲温度：	 	 	 	 	 	 �動作：	0～+55 ℃	
保管：	 -10～+70 °C

流体温度：	 	 	 	 	 	 +10～+40 °C

許容湿度：	 	 	 	 	 	 0～95%、結露なきこと

プロセス媒体：	 	 	 	 	 クリーンで低粘度の液体

保護等級 	
DIN EN 60529に準拠：		 	 �タイプ8709および8719：IP65（正しく接続されたケーブル、コネクタおよびソケット

を使用した場合のみ）	
タイプ8708および8718：IP40

6.3.	 規格および指令
EMC指令2004/108/EC（旧：89/336/EC）に準拠したCE認証マーク	
（正しく接続されたケーブル、コネクタおよびソケットを使用した場合のみ）。

この製品は、関連するEU調和規制に対応しています。この製品は、英国の法律の要件にも準拠しています。

EU適合宣言/英国適合宣言の現行バージョンには、適合性評価手順で使用された整合規格が含まれています。

タイプ8718、8719/8708、8709
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6.4.	 機械データ
取り付け位置：	 	 	 	 �水平または垂直（較正プレート/較正プロトコルを参照）

素材：	 	 	 	 	 	 	 ハウジング：	 �タイプ8709および8719：ステンレス鋼 1.4404 	
タイプ8708と8718：ステンレス鋼 1.4404

	 	 	 	 	 	 	 	 	 カバー：		 	 �タイプ8709および8719：PBT	
タイプ8708および8718：PC

シーリング材	 	 	 	 FKM、EPDM、FFKM（銘板参照）

重量：	 	 	 	 	 	 	 �タイプ8709および8719：約1200 g（ステンレス鋼）	
タイプ8708および8718：約1000 g（ステンレス鋼）

寸法：	
（長さ x 高さ x 幅）	 	 	 �タイプ8709および8719：115 mm x 137.5 mm x 37 mm	 	

タイプ8708および8718：107 mm x 115.5 mm x 28 mm	
タイプ8708および8718フランジ接続：107 mm x 115.5 mm x 43 mm

タイプ8718、8719/8708、8709
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6.5.	 取付寸法
LFCタイプ8719およびLFMタイプ8709：

M4—深さ 8

AA

71

10

97

23

42

M4—深さ 8

4

10

12
.5

37
115

寸法 A
G 1/4 G 1/8
NPT 1/4 NPT 1/8

13
7.
5

図 4：	 取付寸法 LFCタイプ8719およびLFMタイプ8709

タイプ8718、8719/8708、8709
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LFCタイプ8719、LFMタイプ8709、フィールドバスタイプ：

寸法 A
G 1/4 G 1/8
NPT 1/4 NPT 1/8

M4—深さ 8

AA

71

10

13
7.
5

97

23

42

M4—深さ 8

4

10

12
.5

37
115

11
2

16.5

図 5：	 取付寸法 LFCタイプ8719およびLFMタイプ8709、フィールドバスタイプ

タイプ8718、8719/8708、8709
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LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708：

2x M4—深さ 6

AA

12
.5

12

84

12

4

11
5.
5
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28 20

107

寸法 A
G 1/4 G 1/8
NPT 1/4 NPT 1/8

図 6：	 取付寸法 LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708
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LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708、フランジ接続付き：

58.5
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図 7：	 取付寸法 LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708、フランジ接続付き

タイプ8718、8719/8708、8709
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LFCタイプ8718、LFMタイプ8708、フィールドバスタイプ：

寸法 A
G 1/4 G 1/8
NPT 1/4 NPT 1/8

2x M4—深さ 6
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図 8：	 取付寸法 LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708、フィールドバスタイプ
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LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708、フランジ接続付きフィールドバスタイプ：
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図 9：	 取付寸法 LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708、フランジ接続付きフィールドバスタイプ

タイプ8718、8719/8708、8709
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6.6.	 流体データ
最終値（Qnom）：		 	 	 	 水に関して0.6～36 l/h（銘板/較正プロトコルを参照）

測定範囲/制御範囲：	 	 	 1 : 10

測定精度：	 	 	 	 	 	 ±1.5% v.M. ±0.5% v.E.（15分間のウォームアップ後）

再現性：	 	 	 	 	 	 	 ±0.5% v.E.

設定時間（t95%）：	 	 	 	 < 500 ms

最大動作圧力：	 	 	 	 	 �2 barrel.、6 barrel、10 barrel.、	
バージョンによって、バルブサイズとセンサーの測定範囲によって異なります （詳細
については、較正プロトコルを参照）

較正媒体：	 	 	 	 	 	 動作媒体または水（較正プロトコルを参照）

ライン接続部：	 	 	 	 	 �G1/4またはNPT1/4	
8708、8718：フランジタイプも利用可能

6.7.	 電力データ
電源：	 	 	 	 	 	 	 	 24 V DC ± 10%；残留リップル < 2%

消費電力：	 	 	 	 	 	 �8718および8719：最大7.5 W	
フィールドバスタイプで最大10 W

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �8708および8709：最大 2.5 W	
フィールドバスタイプで最大5 W

入力：	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 基準値：	 	 	 	 �標準信号0/4～20 mA	
最大入力インピーダンス： 300 Ω	
分解能：5 µA 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �標準信号0～5/10 V	 	
最小入力インピーダンス：20 kΩ	
分解能：2.5 mV

	 	 	 	 デジタル入力：	 	 �アクティブロー、DGND（デジタル入力用）に接続して起動	
（割り当て設定可能）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �8709および8719：3つのデジタル入力	
8708および8718：2つのデジタル入力

タイプ8718、8719/8708、8709
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出力：

	 	 	 	 実際値：	 	 	 	 �標準信号 0/4～20 mA	
最大負荷：600 Ω	
分解能：20 µA

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �標準信号 0～5/10 V	
最大電流：10 mA	
分解能：10 mV

	 	 	 	 デジタル出力：	 	 無電位切り替え接点 60 V、1 A、60 VA（割り当て設定可能）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �8709および8719：2つのデジタル出力	
8708および8718：1つのデジタル出力

表示：	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 LED：	 	 	 	 	 �電源、通信、リミット、エラーの状態表示（割り当て設定可能）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �8709および8719：4つのLED	
8708および8718：3つのLED

フィールドバス：		 	 	 	 �標準信号タイプの代替

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �PROFIBUS DP V1	
CANopen	

電気接続：	 	 	 	 	 	 �8719および8709：	 	
8ピン円形ソケット	
15 ピン Sub-HD ソケット	
オプション：フィールドバス用の5 ピン M12ソケットまたはコネクタ

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �8718および8708：	
15 ピン Sub-D コネクタ	
オプション：フィールドバス用の 5 ピン M12 ソケットまたはコネクタ

タイプ8718、8719/8708、8709
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7.	 設置と試運転

7.1.	 安全に関する注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！
•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの排出を行ってください。

動作媒体の流出による危険！
動作媒体およびその反応生成物、ならびに蒸気（接触、吸入）に接触すると、急性障害の危険性があります。
•	 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意します。

感電による怪我の危険！
•	 カバーを取り外す前に電源をオフにし、再度オンにならないように注意してください。
•	 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な設置や不適切な試運転による怪我の危険！
•	 設置や試運転は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険！
•	 作業前に、意図しない電力供給に対しての保護策を講じてください。
•	 設置後に制御された再起動を確認してください。

7.2.	 設置前の対策
	→ LFC/LFMを取り付ける前に、パイプおよび流体システムコンポーネントから汚れを取り除いてください。

	→適切なフィルター（メッシュサイズ≤ 20 µm）を上流側側に取り付けて、動作媒体の清浄度を確保します。

注記！ 
設置時には、以下の点に留意してください。

•	 較正プレートまたは較正プロトコルに従った取り付け位置。

•	 十分な電力のあるアダプタの使用。

•	 動作電圧の最大許容残留リップル。

タイプ8718、8719/8708、8709

日本語



28

設置と試運転

7.3.	 実施する作業手順の順序
LFC/LFMの設置および試運転は、説明されている順序で行ってください。

1.		 機械的および流体的設置

2.		 電気関連の取付（配線）

3.		 動作媒体による加圧

4.		 較正圧力の動作媒体でラインを洗浄し、完全にエア抜きします

5.		 通常の動作状態

7.4.	 流体的設置

危険！

システムの高圧による負傷の危険！

•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの排出を行ってください。

最大流量に応じて利用可能な流体接続を選択します。流入距離は必要ありません。

また、ご要望に応じて、装置に流体接続部を取り付けた状態で提供することも可能です。

警告！

漏れによる危険！

低流量で高圧の場合、誤った投与や動作媒体の漏れを防ぐために、システムの密度に特別な注意を払う必要が
あります。

•	 安全なシールを確実にするために、以下に説明する手順に従ってください。

システムを完全に密閉するには、クランプリング接続の設置時に以下の手順に従ってください。

	→ストレスのないパイプ接続の取り付け（必要に応じて補償器を使用）。

	→適切な直径で表面が滑らかなパイプを使用してください。

	→パイプをまっすぐに切断し、バリ取りを行います。

	→まずユニオンナット、次にサポートリング（ある場合）、最後にクランプリングの順番でパイプに押し込んでく
ださい。

	→パイプをねじ接続の停止位置まで差し込みます。

	→ユニオンナットを手できつく締めます。

	→レンチのねじ込み側を持ち（装置のハウジングに圧力をかけないでください）、1¼ 回転締め付けます。

タイプ8718、8719/8708、8709
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注記！ 
運転休止時間が長くなる場合は、LFC/LFMの媒体を空にし、圧縮空気で洗い流してください。	
そのためには、バルブが開くように装置を制御する必要があります。

•	 装置の較正圧力を超えないように確認してください。

LFC/LFM内部の圧力が高すぎると、デバイスに取り返しのつかない損傷を与えることがあります。

7.5.	 電気関連の取付（配線）

危険！

感電による怪我の危険！

•	 カバーを取り外す前に電源をオフにし、再度オンにならないように注意してください。

•	 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

静電気放電による火災や発火の危険！

装置が静電気を帯びた場合、引火性の高い媒体の蒸気が発火する可能性があります。

•	 静電気対策として、ハウジングと機能アース（FE）をできるだけ短いケーブル（断面ができるだけ大きいもの）
で接続してください。

電磁場による危険！

FE接続が接続されていない場合、EMC法の規定が満たされません！

•	 ハウジングと機能アース（FE）をできるだけ短いケーブル（断面ができるだけ大きいもの）で接続してください。

注記！ 
装置が適切に機能するための重要な注意事項：

LFC/LFMのすべての信号のGNDまたはグランドラインは、常に個別に接続する必要があります。	
すべてのGND信号がLFC/LFMで直接ブリッジされ、1 つの共通ラインのみが制御部に使用される場合、アナログ
信号に信号シフトや干渉が生じる場合があります。

	→機能アース（FE）を、リングタングなどを使用して、マークされたねじに接続します。
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7.5.1.	 アドレス設定用ロータリスイッチがない装置のバスアドレス設定

装置のバスアドレスは、Bürkert設定ツール「Mass Flow Communicator」の「Views」→ PROFIBUS/CANopen を介
して、またはバスマスターを介して直接設定できます。

アドレス変更後、これはスレーブおよびマスターで再初期化する必要があります。バスによっては、このために対
応するテレグラムを送信する必要がある場合があります。

推奨：	
問題なく設定するためには、装置をリセットする必要があります。	
（装置を電源から切り離します）。

7.5.2.	 アドレス設定用ロータリスイッチ付き装置（タイプ8718/8708）のバスアドレス設定

装置の電源を入れると、ロータリースイッチで設定されたアドレスがスレーブアドレスとして採用されます。

有効なアドレス：	 �• PROFIBUS	 0〜126	
• CANopen	 1〜127

アドレスが許容範囲外に設定されていた場合、 7.5.1.章で説明されているようにアドレス設定が有効になります。

LSB.
単位桁（x 1）

単位桁 桁の倍数 1
0〜9 0〜9

MSB

十進数字 

(x 10)

十進数字 桁の倍数 10
0〜9 0〜90
A 100
B 110
C 120
D 130
E 140
F 150

アドレスはLSB + MSBで構成されます

例：

アドレス 設定 MSB 設定 LSB
1 0 1
63 6 3
100 A 0
127 C 7

図 10：	 ロータリスイッチ付き装置（タイプ8718/8708）のバスアドレス設定

既存のロータリースイッチにバスマスタ経由のアドレス設定が必要な場合、有効範囲外のアドレスを設定
することで実現できます。

ロータリースイッチによるバスアドレスの変更は、装置の再起動後にのみ有効になります。
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7.5.3.	 接続の割り当て

接続の割り当て LFCタイプ8719およびLFMタイプ8709

ソケット丸型8ピン ピン ピン割り当て

1

4
2

3

5

67
8 1 24 V—電源 +

2 リレー1—中央接触
3 リレー2—中央接触
4 リレー1—オープナー
5 リレー1—クローザー
6 24 V—GND電源
7 リレー2—クローザー
8 リレー2—オープナー

LFCタイプ8719：.
SUB-HD 15ピンソケット

ピン ピン割り当て

10
9
8
7
61

4
3
2

515
14
13
12
11

11) 指示値入力 +
21) 基準値入力 GND
31) 実際値出力 +
4 デジタル入力 2
5 12 V-出力（工場内専用）
6 RS232 T x D（PC に直接接続）
7 デジタル入力 1
8 DGND（デジタル入力用）
9 内部使用のみ（結線厳禁！）
10 12 V-出力（工場内専用）
11 12 V-出力（工場内専用）
12 デジタル入力 3
131) 実際値出力 GND
14 RS232 R x D（PC に直接接続）
15 DGND（RS232インターフェース用）

LFMタイプ8709：.
Sub-HD 15ピンソケット

ピン ピン割り当て

10
9
8
7
61

4
3
2

515
14
13
12
11

1 不使用
2 不使用
31) 実際値出力 +
4 デジタル入力 2
5 12 V-出力（工場内専用）
6 RS232 T x D（PC に直接接続）
7 デジタル入力 1
8 DGND（デジタル入力用）
9 内部使用のみ（結線厳禁！）
10 12 V-出力（工場内専用）
11 12 V-出力（工場内専用）
12 デジタル入力 3
131) 実際値出力 GND
14 RS232 R x D（PC に直接接続）
15 DGND（RS232インターフェース用）

表 1：	 接続の割り当て LFCタイプ8719/LFMタイプ8709

1)	フィールドバスタイプでは、接続部1、2、3、および13は不使用。
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接続の割り当て LFCタイプ8718およびLFMタイプ8708

LFCタイプ8718：.
Sub-D 15ピンコネクタ

ピン ピン割り当て

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15

1 リレー—オープナー
2 リレー—クローザー
3 リレー—中央接触
4 24 V 電源およびデジタル入力用GND
5 24 V—電源 +
6 8 V 出力（工場内専用）
72) 基準値入力 GND
82) 指示値入力 +
92) 実際値出力 GND
102) 実際値出力 +
11 DGND（RS232用）
12 デジタル入力 1
13 デジタル入力 2
14 RS232 R x D（ドライバーなし）
15 RS232 T x D（ドライバーなし）

LFMタイプ8708：.
Sub-D 15ピンコネクタ

ピン ピン割り当て

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15

1 リレー—オープナー
2 リレー—クローザー
3 リレー—中央接触
4 24 V 電源およびデジタル入力用GND
5 24 V—電源 +
6 8 V 出力（工場内専用）
7 不使用
8 不使用
92) 実際値出力 GND
102) 実際値出力 +
11 DGND（RS232用）
12 デジタル入力 1
13 デジタル入力 2
14 RS232 R x D（ドライバーなし）
15 RS232 T x D（ドライバーなし）

表 2：	 接続の割り当て LFCタイプ8718/LFMタイプ8708

2)	フィールドバスタイプでは、接続部7～10は不使用。
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接続の割り当て フィールドバス LFCタイプ8718、8719およびLFMタイプ8708、8709

PROFIBUS DP

M12 ソケット、B コード.
（DP V1 最大 12 MBaud）

ピン ピン割り当て

4

23

5

1

1 VDD
2 R x D/T x D – N（Aケーブル）
3 DGND
4 R x D/T x D – N（Bケーブル）
5 不使用

CANopen

コネクタ M12

ピン ピン割り当て

4

23

5

1

1 シールド
2 不使用
3 DGND
4 CAN_H
5 CAN_L

表 3：	 接続の割り当て フィールドバス LFCタイプ8718、8719/LFMタイプ8708、8709
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8.	 操作および機能

8.1.	 安全に関する注意事項

警告！

不適切な操作による怪我の危険！

不適切な操作は、怪我、製品およびその周辺に損傷を与える可能性があります。 

•	 操作スタッフは取扱説明書の内容をよく知り理解していなければなりません。

•	 安全に関する注意事項および適切な使用を遵守してください。

•	 適切な研修を受けたスタッフのみ設備/装置の操作を行うことができます。

8.2.	 LFC/LFMの操作
LFC/LFMは、アナログ標準信号またはフィールドバス通信とデジタル入力を使用して操作されます。3個または4個
のLEDとデジタル出力は、動作およびステータス表示に使用されます。

さらに、シリアルインターフェイス（RS232）もあり、これを介して、たとえば「Mass Flow Communicator」ソフトウェ
アを使用して、PCへの接続を確立できます。

•	 標準信号の選択/デジタル入力の割り当て

標準信号タイプの希望する設定およびデジタル入力の割り当ては、注文時に指定するか、「Mass Flow 
Communicator」ソフトウェアを使用して設定できます（ 10.1.3 章Mass Flow Communicator（PCソフトウ
ェア）を参照)。

•	 LED接続の割り当て/デジタル出力の割り当て

LED接続の割り当て（電源とエラーLEDを除く）およびデジタル出力の割り当ては、「Mass Flow 
Communicator」PCソフトウェアを使用して設定することもできます（10.1.3 章Mass Flow 
Communicator（PCソフトウェア）を参照)。
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8.2.1.	 LED

3個または4個のLEDは、動作およびステータス表示に使用されます。

LED標準接続の割り当て：
LEDステータス 説明
Power（緑） 点灯 装置は電源に接続されています。

点滅 Autotune機能が有効です。
通信（黄3)） 点灯 装置はフィールドバスまたはシリアルインターフェース（RS232）を介し

て通信を行います。
リミット（y）（青4)） 点灯 LFC：	

比例バルブの基準変数がほぼ100%に達したことを示します。実際に
は、これは通常、コントローラの圧力が目的の流量を達成するのに十分
でないことを意味します。

LFM：	
実際値が公称流量にほぼ到達したことを示します。

点滅 装置が制御モードまたはAutotune機能以外の動作状態にあります。
エラー（赤） 点灯 Autotune機能が正常に終了していないなど、重大なエラーはありま

せん。

点滅 センサーの破損、内部供給電圧の不具合、動作圧力が高すぎるなどの
重大なエラー。

3)	 8708/8718のアナログタイプでは使用不可
4)	8708/8718のバスタイプでは使用不可

表 4：	 LED標準接続の割り当て

8.2.2.	 入力/出力

基準値入力（アナログLFCバージョンのみ）

基準値入力は、標準信号を使用したアナログ流量指定に使用されます。

実際値出力（アナログLFC/LFMバージョンのみ）

実際値出力は、現在の流量値を標準信号として出力します。

バス接続（LFC/LFMフィールドバスタイプのみ）

基準値と実際値は、フィールドバスを介してデジタル形式で受信またはレポートバックされます。	
PROFIBUS DPおよびCANopen接続から選択できます（フィールドバス装置の取扱説明書の補足も参照してく
ださい）。
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デジタル入力

デジタル入力をアクティブにすることで、LFC/LFMに対して様々なアクションを実行したり、特定の定格運転モード
に設定することが可能です。有効にするには、それぞれのデジタル入力を少なくとも0.5秒間DGNDに接続します（
デジタル入力の場合）。

可能なデジタル入力機能
機能 説明
Autotuneを作動させる 制御パラメータをシステムの既存の条件に合わせて最適化する

Autotune機能を開始します。説明については、8.3章のLFC/LFMの機能
を参照してください。

特性曲線2への切り替え ガス2の下に保存されている検量線と、そこで入力されたすべてのパラ
メータが使用されます。

積算計のリセット 内蔵された積算計（数量積算計）は値0にリセットされます。
基準値プロファイルを開始する 保存された基準値プロファイルの開始、説明については、8.3.章のLFC/

LFMの機能を参照してください。
管理モード 内蔵された比例バルブの目標開度のための管理モードへの切り替え、

説明については、8.3 章のLFC/LFMの機能を参照してください。
安全値を調整する5) 流量基準値として装置に保存されている安全値の調整。	

この場合、適用されるアナログ流量基準値またはフィールドバス経由で
伝送される流量基準値は無視されます。

バルブを完全に閉じる5) バルブは完全に閉じています。	
この場合、流量基準値は無視されます。

バルブを完全に開く5) バルブは完全に開いています。	
この場合、流量基準値は無視されます。

5)	これらの機能により、デジタル入力の機能原理（アクティブ/非アクティブ）を選択することができます

表 5：	 デジタル入力機能

デジタル入力の標準接続の割り当て：
入力 ピン割り当て
デジタル入力 1 LFC：Autotuneを作動させる

LFM: 未使用
デジタル入力 2 LFC：バルブを完全に開く

LFM: 未使用
デジタル入力 3 6) 未使用

6)	 8718/8708では使用不可

表 6：	 デジタル入力の標準接続の割り当て
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デジタル出力

LFC/LFMは、動作状態、限界値の超過/下限、エラー表示用のデジタル出力を装備しています。

可能なデジタル出力機能
機能 説明
未使用 デジタル出力に機能は割り当てられていません。
Power オン 電源がオンになっています。
Autotuneが有効 Autotune機能が有効です。
ガス1または2が有効 現在、検量線1または2が選択されています。
ユーザー定義の較正が有効 装置は、お客様で調整された較正で動作します。
デジタル入力 1、2、または3が有効 デジタル入力 1、2、または3は設定済みです。
フィールドバスを介してデジタル出力
を有効にする

デジタル出力のステータスは、フィールドバスまたはシリアルインター
フェイスを介して指定されます。

安全値の調整が有効 設定された安全値を調整します。
基準値プロファイルが有効 装置に保存されている基準値プロファイルが調整されます。
管理モードが有効 管理モードが有効で、指定された基準値が基準変数として直接比例バ

ルブに出力されます。
バルブを完全に閉じるが有効 「バルブを完全に閉じる」機能が有効になります。
バルブを完全に開くが有効 「バルブを完全に開く」機能が有効になります。
電流需要の不具合 装置の電力需要が監視されます。	

この値が定義された限界値を超えた場合、この機能が起動します。電力
需要が高すぎる、または低すぎる場合、たとえば装置の不具合を示すこ
とがあります。

内部電力供給の不具合 装置の動作電圧が監視されます。	
この機能は、定義された限界値を超えたとき、または達しなかったとき
に起動します。

センサーの電力供給の不具合 センサーの供給電圧が監視されます。	
この機能は、定義された限界値を超えたとき、または達しなかったとき
に起動します。

データ保存の不具合 装置の不揮発性メモリーへのデータ保存中にエラーが発生しました。
センサーエラー 装置は、セルフテストによりセンサーの不具合を検出することができ

ます。	
この場合、この機能が有効になります。

MFI エラー フィールドバスゲートウェイ（MFI）に欠陥があるか、正しく装備されてい
ません。	
フィールドバス通信はできません。

x Limit 実際値が、自由に設定可能な限界値を上回っているか下回っています。
w Limit 基準値が、自由に設定可能な限界値を上回っているか下回っています。
y2 Limit 基準変数が、自由に設定可能な限界値を上回っているか下回ってい

ます。
積算計の限界値 トータリゼータが、自由に設定可能な限界値を上回っているか下回って

います。

表 7：	 デジタル出力機能
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デジタル出力の標準接続の割り当て：
出力 ピン割り当て
デジタル出力 1 限界値（y）
デジタル出力 27) エラー（センサーの破損や内部電源の故障など、重大なエラーが発生

した場合）

7)	 8718/8708では使用不可

表 8：	 デジタル出力の標準接続の割り当て

8.3.	 LFC/LFMの機能
LFC/LFMは、さまざまな動作状態を想定しています。

動作状態の概要
動作状態 は、以下の方法で中断ま

たは終了させることがで
きます

標準設定でのLED表示 デジタル入力による動作状態へ
の到達（設定可能な場合）

標準制御モード •	 Autotune機能

•	 安全機能

•	 基準値プロファイル

•	 管理モード

Power LED（緑）点灯 -

Autotune機能 •	 安全機能

•	 装置のリセット

Power LED（緑）点滅 少なくとも0.5秒間のアクティブ
なデジタル入力によるトリガー	
（継続的にに入力がアクティブ
になると、機能が再起動します）

安全機能 – Limit LED（青）点滅 作動中
基準値プロファイル •	 Autotune機能

•	 安全機能

•	 装置のリセット

Limit LED（青）点滅 少なくとも0.5秒間のアクティブ
なデジタル入力によるトリガー	
（継続的にに入力がアクティブ
になると、機能が再起動します）

管理モード •	 Autotune機能

•	 安全機能

•	 装置のリセット

Limit LED（青）点滅 作動中

表 9：	 動作状態
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8.3.1.	 標準制御モード

LFC/LFMの電源を入れた直後、短い初期化段階の後の動作状態です。緑のPower LEDが点灯します。

LFCでは、流量は高いダイナミクスで指定された基準値に調整されます。	
圧力変化などによる外乱は、比例バルブの開度を適切に調整することで速やかに補正されます。

この動作状態では、装置のタイプに応じて、アナログ入力（標準信号入力）またはフィールドバスを介して基準値指
定が行われます。

コントローラのパラメータは、大きなオーバーシュートが発生することなく、基準値の変更または外乱変数ができ
るだけ迅速に調整されるように設定されます。

流量実際値は、装置のタイプに応じて、アナログ出力（標準信号出力）またはフィールドバスを介して読み取ること
ができます。

以下に注意してください！	
青のLimit（y）LEDが点灯した場合、以下のことを意味します

•	 LFCの場合	
比例バルブの制御信号は100%限界に近づきます。	
通常の原因 	 - �LFCの圧力偏差が小さすぎます。 	

圧力供給が不十分な場合や

	 	 	 	 	 	 – �フィルターがひどく汚れていたりすることが原因です。

	 �これにより、指定された基準値に到達せず、永久に正の制御偏差（w – x）が発生する可能性があります。

•	 LFMの場合.
現在の流量が公称流量に近づいている、または超えています。	
公称流量を大きく超えると、出力流量が実際の流量と乖離する可能性があります。

	
さらに、偏差に対する外部からの反応を可能にするため、デジタル出力も切り替わります。

8.3.2.	 Autotune機能

コントローラをシステムの状態に自動的に適応させるための前提条件は、典型的な圧力条件が優勢であるこ
とです。

	→  デジタル入力1を短時間（0.5秒以上）動作させ、Autotune機能を起動させます。

Autotune機能が自動的に実行されます。

Autotune機能の実行中は、緑のPower LEDが点滅します。

警告！

Autotune機能実行中は、以下のことに注意してください。

さまざまな流量の変化が起こります。

•	 LFCの電源は切らないでください。

•	 供給圧力は一定に保つ必要があります。
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Autotune機能の実行中は、LFCは制御しません。

比例バルブは内部で指定されたプロファイルで制御され、その結果、流量が変化します。その過程で、いくつかの
制御パラメータがシステム内の一般的な条件に合わせて調整されます。

これらのパラメータは、Autotune機能が正常に終了した時点で、ユニットの不揮発性メモリに転送されます。

Autotune機能が終了すると、LFCは以前の動作状態に戻ります。

すべてのLFCは、工場での最終テストにおいて、較正プロトコルに指定された動作圧力と較正媒体で、 
Autotune機能を実行しました。

したがって、システムの信頼性の高い制御モードのために、この機能を再度起動させることは必須ではあ
りません。

ただし、Autotune機能は以下の場合に起動させる必要があります。

•	 システム内の圧力条件が大幅に変化した場合。

•	 較正媒体が動作媒体と一致しない場合。

8.3.3.	 安全機能

装置の構成に応じて、この機能はデジタル入力またはフィールドバスを介して有効化またはリセットできます。

この動作状態では、装置は標準制御モードと同じように動作します。ただし、外部基準値は無視され、定義された
安全値（標準設定：0%、「Mass Flow Communicator」PCソフトウェアで変更可能）が基準値として使用されます。

8.3.4.	 基準値プロファイル

装置の構成に応じて、この機能はデジタル入力またはフィールドバスを介して有効化またはリセットできます。

この動作状態では、装置は標準制御モードと同じように動作します。ただし、外部基準値は無視され、事前に定義
された最大30の流量値のタイム シーケンスが基準値として使用されます（「Mass Flow Communicator」PCソフト
ウェアで設定可能）。

基準値プロファイルを実行した後、装置はデジタル入力で起動したときにリセットされていれば、以前の動作状態
に戻ります。

8.3.5.	 管理モード

装置の構成に応じて、この機能はデジタル入力またはフィールドバス（「Mass Flow Communicator」PCソフトウェ
アで設定可能）を介して有効化またはリセットできます。

この動作状態では、基準値は比例バルブのバルブデューティサイクルの出力変数として使用されます（例：基準値 
10% → バルブデューティサイクル = 10%）。
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9.	 メンテナンス、トラブルシューティング

9.1.	 安全に関する注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！

•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの排出を行ってください。

感電による怪我の危険！

•	 カバーを取り外す前に電源をオフにし、再度オンにならないように注意してください。

•	 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切なメンテナンスによる怪我の危険！

•	 メンテナンスは認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険！

•	 作業前に、意図しない電力供給に対しての保護策を講じてください。

•	 メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してください。

9.2.	 メンテナンス作業
LFC/LFMは、このマニュアルに記載された手順に従って操作すれば、メンテナンスは不要です。定期的な再較正は
必要ありません。

注意！

装置を開くと、機能障害や装置の故障による怪我の危険があります！

デバイスの内部には、流量調整と流量測定のための要素があります。装置の清掃などの介入は、9.2.1.章に記載
されている場合にのみ許可されます。

さらに装置に介入すると、センサー信号が変化し、工場での再較正が必要になります。

•	 装置を開けないでください。

•	 9.2.1.章に記載されている以上の洗浄や再較正は、メーカーのみが実施することができます。

タイプ8718、8719/8708、8709

日本語



42
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9.2.1.	 汚染度の高い媒体で運用する場合のメンテナンス

汚染された媒体で長期間運用した後に大量の粒子が入った場合は、ステンレス製グリッドディスクを清掃または
交換し、オリフィスチューブを清掃することができます。

➆ 		Oリング 6 x 1.5
➅	 	オリフィスチューブ

➄	 	ステンレス製グリッドディスク（フィルター）
➃	 	Oリング 12 x 2

➂	 	Oリング 17 x 1.5 
➁	 	インレットフランジプレート

➀ 		ねじ M3 x 12

オリフィスチューブの 	
ガイドピン

図 11：	 メンテナンス、洗浄

手順：

	→ステンレス製グリッドディスクにアクセスするには、インレットフランジプレート➁を緩めます	
（図11：メンテナンス、洗浄を参照）。

	→ステンレス製グリッドディスクとオリフィスチューブを取り外します。

	→ステンレス製グリッドディスク/オリフィスチューブを清掃します。	
適切な洗浄剤は、たとえば、蒸留水（水道水は不可）、アセトン、イソプロパノール、または圧縮空気です。

	→洗浄後、部品を乾燥させる必要があります。

	→正しい順序で正しい位置にパーツを戻します（ 図11：メンテナンス、洗浄を参照）。

	 	 • �オリフィスチューブ ➅は、チューブのガイドピンがベースブロックの対応する穴に入るように挿入する必要が
あります。

	 	 • �ステンレス製グリッドディスク➄の細かいグリッドは、挿入時に入力フランジプレート➁の方を向いている必
要があります。

スペアパーツについては、第10.2. Ersatzteile章を参照してください。
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メンテナンス、トラブルシューティング

9.2.2.	 工場での洗浄と再較正

オリフィスが汚れていたり、損傷している場合、装置は流量からの偏差が大きくなる可能性があります。その場合
は、工場での交換と再較正が必要になります。

注記！ 
装置が適切に機能するための重要な注意事項！

再較正は、非常に正確な流量標準とデジタル通信を必要とするため、工場でのみ行ってください。

9.3.	 機能不良

問題 考えられる原因 対処

Power LEDが点灯し
ない

給電なし。 電気的接続を確認してください。

Power LED点滅 Autotune機能が有効です。 8.3.章のLFC/LFMの機能を参照してく
ださい。

Power LEDが定期的に
消灯する

電力供給が定期的に切れる—装置はリ
セットを実行します。

電力が十分ある電源を選択します。

接続ラインの損失が高すぎます。 ケーブルの断面を大きくします。

ラインの長さを短くします。

Limit（y）LED点灯 LFC：バルブの基準変数が（ほぼ）100%に
達しました。基準値を調整することはでき
ません。

動作圧力を上げます	
（最大許容供給圧力に注意してくだ
さい）。

ラインの抵抗を確認し、必要に応じて減ら
してください。

システム設計を確認してください。

ラインに取り付けられているフィルターを
確認し、必要に応じて清掃してください。

LFM:：流量実際値が公称流量に（ほぼ）達
したか、超えています。

流量を減少させます。

Limit（y）LED点滅 装置が標準制御モードまたはAutotune
機能以外の動作状態にあります。

8.3.章のLFC/LFMの機能を参照してく
ださい。

エラーLED点灯 前回のAutotune機能が正常に終了し
ていないなどの重大なエラーはありま
せん。

Autotune機能を繰り返すかリセットでエ
ラーを解除します。
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問題 考えられる原因 対処

エラーLED点滅 供給電圧の残留リップルが高すぎます。 必要な電力で滑らかな出力電圧を持つ
電源を使用してください。

センサーの断線や内部電源の異常など、
重大なエラーが発生しました。

トラブルシューティングのために装置を
メーカーに返送してください。

センサーが許容最大動作圧力を超えて動
作しました。

動作圧力を下げます。

トラブルシューティングのために装置を
メーカーに返送してください。

流量なし 基準値がゼロ点シャットオフの制限を下
回っています。

基準値を公称流量の > 10%に増やし
ます。

装置が標準制御モード以外の動作状態
にあります。

動作状態を確認し、8.3 章のLFC/LFMの
機能も参照してください。

パイプラインが太すぎるか、あるいはま
だ完全にエア抜きされていない可能性が
あります。

ラインをエア抜きします。

パイプライン径を変更します。

実際値が変動する 適切なFE接続がありません。 FEを接地点に接続します（できるだけ短
く、心線は2.5 mm²以上）。

コントローラは（ポンプなどによる）不安
定な圧力供給の障害を常に再調整する
必要があります。

上流側に適切な圧力コントローラを接続
してください。

圧力変動を緩和するバッファタンクを設
置してください。

供給電圧の残留リップルが高すぎます。 必要な電力で滑らかな出力電圧を持つ
電源を使用してください。

基準値 = 0%、流量はま
だあります

動作圧力がバルブの最大動作圧力を超
えています。

動作圧力を下げます。

トラブルシューティングのために装置を
メーカーに返送してください。

基準値 = 0%、	
バルブが閉じています、	
流量がありません、	
ただし、実際値の出力
は流量が少ないことを
示しています

装置の取り付け位置が正しくありません。 LFCを較正済みの取り付け位置に設置
し、Autotune機能を実行して動作条件に
適応させます。

較正の意図とは異なる媒体が使用されて
います。

動作媒体の再較正のため、装置をメーカ
ーに返送してください。

基準値に達していない フィルターが詰まっています。 フィルターを清掃または交換します。

予圧が低すぎます。 予圧を較正圧力まで上げます。

背圧が高すぎます。 出力側のシステム部品に汚れがないか確
認し、必要であれば清掃してください。

表 10：	 機能不良
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10.	 アクセサリ/スペアパーツ

注意！

不適切な部品の使用による怪我や物的損害の危険があります！

不適切なアクセサリやスペアパーツは、怪我、製品およびその周辺に損傷を与える可能性があります

•	 Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

10.1.	 アクセサリ
装置の適切な操作、メンテナンス、および修理のために、以下のBürkertのアクセサリーを本書では推奨してい
ます。

10.1.1.	 電気アクセサリ

タイプ 品目 注文番号
8719、8709 円形コネクタ、8ピン（はんだ接続） 918 299

円形コネクタ、8ピン、5 mケーブル付き、片側組み立て 787 733
円形コネクタ、8ピン、10 mケーブル付き、片側組み立て 787 734
SUB-HDコネクタ、15ピン、５ mケーブル付き、片側組み立て 787 735
SUB-HDコネクタ、15ピン、10 mケーブル付き、片側組み立て 787 736
延長ケーブルと連結したPC接続用RS232アダプター（注文番
号：917039）

654 757

RS232用延長ケーブル、9ピン、ソケット/コネクタ 2 m 917 039
RS485アダプター 658 499
USBアダプター 670 696
設定ソフトウェア（Mass Flow Communicator） country.burkert.com	

よりダウンロード

8718、8708 Sub-Dコネクタ、15ピン、はんだ接続 918 274
Sub-Dソケット用 Sub-Dフード、ねじロック付き 918 408
Sub-Dコネクタ、15ピン、5 mケーブル付き、片側組み立て 787 737
Sub-Dコネクタ、15ピン、10 mケーブル付き、片側組み立て 787 738
PC接続用RS232アダプター 654 748
RS232用PC延長ケーブル、9ピン、ソケット/コネクタ 2 m 917 039
RS485アダプター 654 538
USBアダプター 670 639
設定ソフトウェア（Mass Flow Communicator） country.burkert.com	

よりダウンロード

表 11：	 電気アクセサリ
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10.1.2.	 流体アクセサリ

一般的に、Bürkertはインチねじ込み式のねじ込み接続のみを提供しています。

そのため、使用するフランジプレートにはインチねじ込み式が採用されています。

パイプ接続側は、メートル単位とインチ単位の両方のサイズで注文できます。

ねじ込み式.
DIN ISO 228/1に準拠

パイプ.
Ø

素材 注文番号 注文番号.
シールリング

G 1/4 6 mm VA 901 538 901 575
G 1/4 8 mm VA 901 540 901 575
G 1/4 1/4" VA 901 551 901 579
G 1/4 3/8" VA 901 553 901 579

表 12：	 流体アクセサリ

注意！.
ねじ接続ごとにシールリングを注文する必要があります！

LFC/LFMの流体接続用アクセサリは、Bürkertアクセサリカタログのタイプ1013に掲載されています。

10.1.3.	 Mass Flow Communicator（PCソフトウェア）

PCプログラム「Mass Flow Communicator」は、BürkertのMass Flow ControllerおよびLiquid Flow Controllerファ
ミリーの装置と通信するために設計されています。	
さまざまなパラメータの設定、読み取り、書き込みに使用されます。

このプログラムはWindowsプラットフォームで動作し、LFC/LFMとの通信にはシリアルインターフェース
（RS 232）が必要です。

このプログラムを使用して、装置のさまざまな設定を行うことができます。

•	 装置固有の情報の読み取り

•	 デジタル入力および出力の接続の割り当ての変更

•	 LED機能の割り当て変更

•	 各種機能の起動

•	 動的プロパティの変更

「Mass Flow Communicator」ソフトウェアの操作手順の詳細な説明と正確なリストについては、ソフトウ
ェアのドキュメントに記載されています。

ソフトウェアは country.burkert.comよりダウンロードできます

タイプ8718、8719/8708、8709
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10.1.4.	 ドキュメント

名称 識別番号 注文番号
クイックスタート 805 788 印刷版

805 788
取扱説明書 805 765 CDにデータとして

804 625フィールドバス機器の取扱説明書の補足事項 804 553
汚染申告書 806 075

表 13：	 ドキュメント

10.2.	 スペアパーツ
タイプ 8708、8718、8709、および8719には、シーリング材に応じてさまざまなスペアパーツセットがあります。	

シーリング材 *) 名称 注文番号
EPDM、DA EPDMフィルター付きシーリング材セット 208 579
FKM FKMフィルター付きシーリング材セット 208 580
FFKM FFKMフィルター付きシーリング材セット 208 582

表 14：	 スペアパーツセット

*）	�	� シーリング材については、銘板の情報を遵守してください！
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11.	 運転停止

11.1.	 安全に関する注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！

•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの排出を行ってください。

動作媒体の流出による危険！

動作媒体およびその反応生成物、ならびに蒸気（接触、吸入）に接触すると、急性障害の危険性があります。

•	 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意します。

感電による怪我の危険！

•	 カバーを取り外す前に電源をオフにし、再度オンにならないように注意してください。

•	 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取外しによる怪我の危険！

•	 取り外しは認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

11.2.	 LFC/LFMの取外し
手順：

	→システム圧を下げます。

	→電源を切ります。

	→電気接続を緩めます。

	→流体接続を緩めます。

	→ LFC/LFMをエア抜きします。
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12.	 梱包、保管、輸送

12.1.	 梱包、輸送

注記！ 
輸送中の損害！

製品の保護が不十分な場合、輸送の際に製品が損傷する可能性があります。

•	 すべてのケーブル、接続部、個別のフィルター、取り付け材料を取り外します。

•	 汚染された装置を洗浄し、空にします。

•	 流体接続部は保護キャップで損傷から守り、密閉してください。

•	 装置を2つの適切な密閉保護ホイル袋に梱包します。

•	 製品をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。

•	 許容保管温度外にならないようにしてください。

12.2.	 保管

注記！ 
誤った保管は装置を損傷する可能性があります。

•	 長時間使用する前に、装置を乾燥させてください！

•	 製品は湿気と埃のない状態で保管してください！

•	 保管温度：-10～+70 °C。
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13.	 装置のリセット

使用済みの装置を返品する場合は、認証番号が必要です！

使用済みの装置をBürkertに返品する場合は、以下の手順で行ってください。

	→原本とともに受け取った汚染申告書に必要事項を記入してください。

	→申告書をフォームに記載された住所に送付してください。	
	
Bürkertはファックスまたは電子メールで返品の認証番号をお送りします。

	→ 12.1.章の梱包、輸送に記載されている手順に従って、装置を梱包してください。

	→この認証番号と汚染申告書を添えて、装置をBürkertに返送してください。

	 �アドレス：

	 �Bürkert Fluid Control Systems	
Corporate Quality / Complaint Management	
Chr.-Bürkert-Str. 13–17	
D-74653 Ingelfingen	
Tel. + 49 (0) 7940 - 10 91 599	
Fax + 49 (0) 7940 - 10 91 490	
E-Mail: service.international@burkert.com

有効な汚染申告書がない限り、装置の作業や検査は行われません。

汚染申告書は、当社のスタートページからダウンロードするか、Bürkert Ingelfingen に請求することがで
きます。

ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005 東京都文京区	
Chr.-Bürkert-Str. 13–17	
D-74653 Ingelfingen	
Tel. + 49 (0) 7940 - 10 91 111	
Fax + 49 (0) 7940 - 10 91 448	
E-Mail: info@de.buerkert.com

country.burkert.com

ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005 東京都文京区	
水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話： 03-5804-5020	
Fax： 03-5804-5021	
info.jpn@burkert.com	
www.burkert.jp
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廃棄

14.	 廃棄
環境に配慮した廃棄処分

•	 廃棄処分と環境に関する国内規制を遵守してください。

•	 電気・電子機器は分別収集し、分別して処分してください。

詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。
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